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2013年度　環境技術産学公民連携公募型共同研究事業　（2011年度からの共同研究事業）

　近年、地球環境の持続可能性を考える上で、「人や社会の行動様式」＝「ライフスタイル」の重要性に焦
点をあてた研究に注目が集まっています。

　学校法人五島育英会東京都市大学（東京都世田谷区）と川崎市は、2011年度から、個人や社会が持続可能なライ
フスタイルを選択し、転換するための要因及び有効な政策オプションについて総合的な研究を行っています。2011
年度は、川崎市における公害克服の歴史や環境技術、様々な行政施策、豊富な環境教育の取組みに加え、様々な市民
活動団体、実践活動、拠点施設等を川崎市の「環境資源」と位置づけ、それぞれの関係性を「俯瞰的マップ」として整
理・分類する研究を行いました。2012年度は、川崎市における特徴的な環境関連事業を事例として、地球環境戦略
研究機関（IGES）における国際的な研究成果である ［①賢い消費者］、［②消費者市民］、［③社会インフラ］、［④影響
力行使］、［⑤持続可能な消費活動］の５つの機動力連関モデルを活用しながら、ライフスタイル転換をもたらす各機動
力の連携を促進する「チェンジエージェント（変化の担い手）」＝中間支援機能に注目した考察を行いました。2013
年度は、中間支援組織へのヒアリングやワークショップの開催を通して、中間支援機能を発揮するための方策や中間
支援組織間の相互連携による更なる機能強化について研究を行いました。
　本研究の成果が、施策への反映や施策オプションの提案等を通じた社会的実装につながることを期待しています。

概要
対象分野 低炭素社会の構築 循環型社会の構築 自然共生型社会の構築 安心・安全で質の高い社会の構築

環境教育等の研究実績
国際教育協力等の教育活動実績

学会等における情報収集のネットワーク

環境行政にかかる歴史・知見
環境活動団体との連携実績

環境関連施設

川崎市の持つ資源 学校法人五島育英会
東京都市大学の持つ資源

環境教育実践・施設・環境人材等の
環境資源の有機的連携の検討

市内の環境教育・学習にかかる情報収集

2013年度 中間支援組織の機能と役割に関する研究

　市内の環境教育・学習にかかる施設関係者や活動団体にお話しを伺い、さ
まざまな立場の人が持続可能で低炭素な社会にどのように関わり、参加で
きるのか、あるいはどのようなことを享受できるのかを俯瞰するための
ツール（俯瞰的マップ）を作成しました。

　中間支援組織へのヒアリングやワークショップの開催を通して、中間支
援機能を発揮するための方策や中間支援組織間の相互連携による更なる
機能強化について研究を行いました。

2012年度持続可能なライフスタイルの選択に向けた研究
　持続可能な消費に向けた活動を促進するためには、さまざまな要素の歯車
を回転させなければなりません。川崎市における特徴的な環境関連事業では
どのように歯車が動いているのか、歯車を動かすメカニズムについて分析し
ました。

連携対象

環境資源の有機的連携に向けた研究
～持続可能なライフスタイルの選択に向けた消費者受容性・市民性・社会基盤に関する総合的研究～

中間支援組織の有機的な連携図

　川崎市民活動センターへ
ヒアリング

エコ暮らし未来館、地球温暖化防止活動推進センター、産学公民
連携推進団体、再生可能エネルギー・廃棄物・水・緑関連の活動団体　等

ヒアリング項目（一例）
・団体概要　　・団体属性　　・行政施策との関わり
・拠点施設との連携・協働　　・他の活動組織との連携・協働 川崎市における特徴的な環境関連事業

・一店一エコ運動　　・省エネ診断、夏の節電大作戦
・市民共同おひさまプロジェクト　　　・ごみ減量市民会議

［低炭素社会構築にむけたライフスタイルの転換・選択］

［④影響力の行使］

持続可能な消費
に向けた活動の

促進

SCP
インフラ
の整備消費パターン

への影響力
への行使

責任ある行動
の促進

環境に関す
る市民意識
の生成

［①賢い消費者］
H24年度調査研究（副）
3.11.震災後のエネルギー利用
（ウェブ・アンケート調査）
（IGES実施、川崎市分析担当）

［②消費者市民］
H23年度調査研究

“環境活動推進のための協働・連携”
（ヒアリング調査）
（川崎市との連携）

［③社会インフラ構築］
H24年度調査研究（副）
低炭素・エコシティ構築

（諮問ワークショップ）
（川崎市、IGES、横浜市大との連携）

［①②③④］
H24年度調査研究（主）
有機的な機能連関事例研究
（ヒアリング調査）
（過去・副研究とのリンク）
（川崎市、IGESとの連携）

学校法人五島育英会東京都市大学・川崎市


